
令和５年度  市民協働事業の進捗状況について  
 

 事業名 概要 実施内容 

１  

共存・協働の 

まちづくり講座 

(学習編) 

共存・協働のまちづくり

を進めていくため、市民

と行政が協働を進めて

いく上での考え方と、行

政の対応の仕方につい

て学ぶ。 

令和５年８月１７日(木)開催 

(１)受講者数：入庁３年目の市職員等 ３０人 

(２)大野裕史氏に、「協働するとはなにか」について市職員の立場や役割を

鑑みながら講義をしていただいた後、市職員より「共存・協働心得帳」

について説明した。 

(３)地域づくりコーディネートゲームを使用し、限られた資源や条件を使

って、どうやって目的に対して物事をコーディネートしていくかを考

えるグループワークを実施した。 

２  

共存・協働の 

まちづくり講座 

(実践編) 

様々な主体と協力・連携

したまちづくりを進め

ていくため、市民と行政

が協働を進めていく上

での考え方、行政の対応

の仕方について学ぶ。 

令和５年１２月２２日(金)開催 

(１)受講者数：令和４年度、５年度に係長・園長になった市職員等 ２７人 

(２)稲葉久之氏に、「協働するとはなにか」「共存・協働のまちづくりにおけ

る市民との向き合い方」について講義をしていただいた。 

(３)担当する事業において、市民との協働をどのように取り入れられるか

などを考えてもらうグループワークを実施した。 

３  協働のまつり場 

市の施策に関して、市

民・地域団体・市民活動

団体等と行政が意見交

換する。 

令和６年１月１８日(木)開催 

(１)公園等愛護会活動について、関係団体(輪～るど・ビレッジ小垣江、プ

ロギング三河、すぎな作業所)と行政の関係各課(公園緑地課、福祉総務

課、スポーツ課)で意見交換会を行った。 

(２)「公園がきれいだと嬉しい人たちはどこにいるか」「一緒に掃除をして

ほしい人たちとどうつながればよいか」「実際にやってみようと思う

か」について２グループで話し合い、既存の愛護会だけでなくより多く

の団体に関わってもらえるヒントを得たり新たな発見に繋げたりする

ことができた。 

資料１  



４  
かりや衣浦 

つながるねット 

定住自立圏域を構成す

る刈谷市、知立市、高浜

市、東浦町間の市民活動

情報サイトで、イベント

や団体に関する情報の

閲覧、参加者やボランテ

ィアの募集・申込等がで

きる。 

１ ＰＲイベント(令和５年１０月１日～１１月３０日) 

(１)参加者：１２５人(４市町合計) 

(２)かりや衣浦つながるねット及びボランティア活動施設の周知を図るた

め、スタンプラリーを開催した。 

来館者に「かりや衣浦つながるねット」を紹介するとともに、２施設以

上訪れてスタンプを押した方には各センターで景品をお渡しした。 

 

２ 団体交流会（令和６年２月１７日(土)高浜市いきいき広場にて開催） 

(１)団体参加者数：２３人(４市町合計) 

(２)４市町よりボランティア活動団体が参加し、活動の工夫や困りごとに

ついて語り合った。  

５  
わがまちの 

つむぎ場 

市民活動団体、企業、市

民等が出会い、つなが

る場であるボランティ

ア活動見本市を開催す

る。  

令和５年１２月３日(日)開催 

ボランティア団体や企業２０団体がブースを設け活動を紹介した。各

団体が積極的に交流を行い、情報交換が行われたことで、さらなる市民

活動活性化のきっかけとなった。  

また、市内２３地区の地区紹介パネルを設置し、地区取材からパネル作

成までを５人のまちコが務めた。 

６  
わがまちの 

しゃべり場 

いろいろな価値観や考

え方を持つ人たちが、

お互いの想いを聴いた

り、話し合ったりする

井 戸 端 会 議 を 開 催 す

る。  

令和５年１１月１９日(日)開催 

(１)参加者：約４０人 

(２)市民ボランティア活動センター事業「まなぼうさい（防災に関する体

験型の展示）」とコラボ実施。ブース出展の１つとして「しゃべり場」

コーナーを設けることで様々な人の参加を促すとともに、「まなぼうさ

い」での学びや気づきから、参加者が日頃の思いを話すきっかけを提供

した。 

(３)会場の様子や参加者・団体の声をグラフィックレコーディングを用い

て華やかに表現し、まちコにも運営の協力をいただいた。 

 



令和５年度　かりや夢ファンド補助金活用事業の実施状況について

まちづくり活動支援事業補助金の実施状況について (単位：円)

№ 事業名 団体名 事業費 補助申請額
R5年度支払（予定）額
（下線は清算完了）

1 はっぴ祭り 元気な一ツ木まちづくり隊 400,000 200,000 200,000

2 第4回 SUHARA MUSIC FES SUHARA MUSIC FES実行委員会 1,200,000 200,000 200,000

3 子ども食堂にお祭りを届けよう スマイルリンク 400,000 200,000 200,000

4 元刈谷地区歴史関連冊子制作・発行 元刈谷地区歴史研究会 400,000 200,000 200,000

5
"circulation_beans"コーヒー豆のかすからうまれる・
つながる・循環する　コミュニティガーデン事業

コーヒーかすの再利用活動
（circulation_beans）

100,000 50,000 50,000

ＮＰＯ法人設立支援事業補助金の実施状況について (単位：円)

№ 事業名 団体名 事業費 補助申請額
R5年度支払（予定）額
（下線は清算完了）

1 NPO法人設立支援事業 ＮＰＯ法人幸縁 150,000 100,000 100,000

まちづくりびと支援事業補助金の実施状況について (単位：円)

№ 研修等名 申請者 申請日 所属団体 補助申請額 交付決定額 支払額

1 ２０２３年度　防災人材育成研修　防災・減災カレッジ 個人 令和5年5月19日 10,000 10,000 10,000

2 ２０２３年度　防災人材育成研修　防災・減災カレッジ 個人 令和5年5月25日 8,600 8,600 8,500

3 ２０２３年度　防災人材育成研修　防災・減災カレッジ 個人 令和5年6月5日 富士見町自主防災会 10,000 10,000 10,000

３月事業完了

備考

３月事業完了

備考

資料２－１



令和５年度かりや夢ファンド補助金公開審査会　審査結果

まちづくり活動支援事業補助金
№ 団体名 事業名 回数 事業目的 事業概要 事業費(円) 補助申請額(円) 得点 補助採択額 採択結果

1
SUHARA
MUSIC FES
実行委員会

第5回 SUHARA
MUSIC FES

2

アマチュア音楽家に発表の場を提供し若手音楽家の育成に
寄与する。
また、市民がこれを聴いて交流を深めることで地域社会の
活性化につなげたい。

刈谷市および周辺で活動する若手音楽家と刈谷市北部地域
住民を対象として発表者の公募を行い、令和6年4月7日
(日)、刈谷市北部生涯学習センターにて音楽の発表会を開
催する。また、キッチンカーやマルシェを誘致し地域住民
に生の音楽と憩いの場を提供する。

1,200,000 200,000 20.71 200,000 採択

2 手品会
マジックショー
「マスカレードパレ
ス」

1

市民にマジックショーを提供し、新しい芸術や価値観に触
れる喜びを分かちあい、子どもたちの知的好奇心を刺激し
豊かな感受性を育むことで、地域の芸術活動の活性化につ
なげる。
また、コロナ禍で活躍の機会が減った若手マジシャンにマ
ジックショーの場を提供し、若手マジシャンの育成に寄与
する。

10 月に刈谷市総合文化センター小ホールで、若手マジシャ
ンを中心とする出演者を集め、市民を対象にマジック
ショーを開催する。
マジックショーは仮面舞踏会をテーマとし、観客にはハロ
ウィンの時期に合わせ仮装で参加いただくことで、ハロ
ウィンイベントとしても家族や友人と共に楽しめる場を提
供する。

998,000 200,000 18.57 200,000 採択

circulation_beans
コーヒーかすの
再利用活動

circulation_beans
コーヒー豆のかすから
“うまれる・つなが
る・循環する”まちの
みんなのコミュニティ
ガーデン事業

2

市内コーヒーショップ等から回収したコーヒーかすを「い
こいプレイス」が運営する畑で地域の人と再利用して作物
を栽培することで、市内のごみの廃棄量減少と市民同士の
交流の活性化を図る。

令和5年春より、畑にてコーヒーかすを堆肥化させ作物を栽
培し、収穫物を利活用している。
今年度より継続して、コーヒーかすをもとにした市民向け
のコンポスト体験（勉強会）を実施し、学び合う機会を設
けるとともに、収穫物によるワークショップを実施して市
民同士の交流の活性化を図る。また、福祉事業所と連携し
て収穫物の加工を行い、製品化して販売する。
なお、堆肥供給量を増やすため、コーヒーかす入り堆肥を
用いた栽培効果検証にも注力する。

110,000 50,000 19.29 50,000 採択

アジア子ども美術協会
（ACHAA）

アートと共生社会を繋
ぐ
～子どもＫＡＲＩＹＡ
場（ＢＡ）～

1

健常な子や障害のある子の区別なく、すべての子どもたち
が共に好きな絵を描くインクルーシブアート活動の機会を
設ける。
刈谷市からインクルーシブアートと共生社会を繋ぐ情報発
信を行う。

月1回、市内を中心とした子どもたちとその家族に向け、子
どもたちに興味を持ってもらえるテーマで造形活動を実施
する。
また、市内のギャラリーで常設の作品展示やワークショッ
プを行い、活動発表と広報活動を行う。

98,400 49,000 18.43 49,000 採択

ふれあい泉田朝市会
ふれあい泉田朝市
（こどもイベント）

3
※

日頃関わりが薄い子どもたちと大人（特に高齢者）が、子
供イベントにて応援などを含め楽しむことで世代間交流及
び地域の活性化を図る。

※団体としては３回目の申請だが、過去２回と異なり今回
は子供イベントに特化している

八王子神社で開催するふれあい泉田朝市にて、年２～３回
（春休み、夏休み、冬休み）０歳から小学生を対象に以下
の子供イベントを実施する。
・４、７月：ゲームを実施し、上位者には景品を渡す。
・１２月：クリスマス会と称し、参加者へサンタからプレ
ゼントを渡すとともに、手作りのトナカイやソリでイベン
トを盛り上げる。
なお、地域の回覧板や掲示板、当日は街宣車を用いて周知
をする。

75,500 37,000 18.57 37,000 採択

ＮＰＯ法人設立支援事業補助金

事業名 回数 活動目的 活動分野 事業費(円) 補助申請額(円) 得点 補助採択額 採択結果

2

国境を越えた人と人とのつながりに価値を置きながら、グ
アテマラ共和国の子供たちへの就学費支援や学習指導、同
国の子供をとりまく生活基盤の向上を目指した就労支援、
また、日本(刈谷市)とグアテマラ両国の同世代の子供の交
流を通じて国際理解教育の推進に関する事業を行い、教育
格差や貧困問題に係る問題の改善や解決を図り、個々の社
会貢献への意識の向上と自立を促し、よりよい社会実現の
ためへの人材育成に寄与することを目的とする。

学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動

国際協力の活動
100,000 50,000 21.57 50,000 採択

団体名

NPO法人幸縁（しえん）

資料２－２



令和 5 年度かりや夢ファンド補助金 寄附実績 

 

 

※1 令和 5 年度の交付額は令和 6 年 2 月末時点の状況であり、3 月に開催予定の複

数の事業完了後に確定するため、予定額である。 

※2 収入は、令和 4 年度までは【前年度 1 月～当該年度 12 月分】の金額を計上。

令和 5 年度以降は【前年度 12 月～当該年度 11 月分】の金額を計上。 

※3 令和 3～6 年度収入のトヨタグループ分は、※2 に加えて当該年度末までに予

定されている寄附額を計上。 

   令和 4 年度分より次年度基金へ積むこととしたため、当該年度は小計（a）に

含まれていない。 

※4 令和 3 年度のコラボ 70 補助金件数は、新型コロナウイルスの影響による実際

の事業実施年度で計上。 

※5 コラボ 70 補助金は、基金と一般財源で 2 分の 1 ずつ負担。 

 

 

トヨタグループ

その他企業

市民等

ふるさと納税 2,500,000

小計(a)

件
数

交付額
件
数

交付額
件
数

交付額
件
数

交付額（予定）

11 8,932,000

3 498,000 3 600,000 5 850,000 5 536,000

0 0 0 0 1 100,000 1 50,000

0 0 3 70,000 3 28,500 10 100,000

14 9,430,000 6 670,000 9 978,500 16 686,000

7,906,936 13,106,837 17,897,922

令和3年度 令和5年度 令和6年度（予定）

収
入

寄
附

年度 令和4年度

80,000

0 0

70,000 80,000 80,000

0

213,768 212,715 200,000

2,580,000

0

213,007

1,376,022

2,872,715 2,780,000

市マッチングギフト(b)

283,768 1,589,029

1,589,029

7,958 24,155 33,000

2,780,000

運用収入額(c)

283,768 2,872,715

9,843

支
出

内容

コラボ70補助金

合計(a)+(b)+(c) 3,187,901

まちづくり活動支援事業補助金

まちづくりびと支援事業補助金

合計

各年度末の基金額

575,494 5,769,585 5,593,000

ＮＰＯ法人設立支援事業補助金
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令和５年度第２回まちづくりん部会の協議と関連事項の報告について 

 

１ 実施日 

令和６年１月２２日（月） 

 

２ まちづくりコーディネーター（以下「まちコ」という。） の活動報告 

（１）まちコ派遣 

ア  令和５年度実績  １１件   ※令和４年度実績   ９件  

依頼元 依頼内容 人数 
出動

回数 

自治会 

①住民会議のファシリテーション（重原） ３ １ 

②自治会勉強会のファシリテーション（小山） １３ ４ 

③お宝さがしウォーキング実行委員会（西部） １ １ 

市 

④まちづくり講座・学習編（市民協働課） ５ １ 

⑤認知症サポーター養成講座のファシリテーション 

（長寿課） 
２ １ 

⑥ファンドレポートの作成（市民協働課） ６ ４ 

⑦「しゃべり場」（市民協働課） ４ １ 

⑧かりや夢ファンド補助金公開審査会（市民協働課） ５ １ 

その他 

団体 

⑨実行委員会のファシリテーション 

（ワールド・スマイル・ガーデン一ツ木） 
１ １ 

⑩自治連合会勉強会の講義 ２ １ 

⑪「わがまちのつむぎ場」地区取材及びパネル作成 

（刈谷市民ボランティア活動センター） 
５ １ 

合計 ４７ １７ 

 

イ   課題 

派遣回数は昨年度より伸び、コロナ禍以前（令和元年度：１３件）の状況

に戻りつつある。今年度は「まちコカフェ倶楽部」も発足し、徐々に活動の幅を

広げている。今後は、小山自治会勉強会のような地域活動への伴走支援について、

地域との連携を図り進めていく必要がある。 

 

（２）まちコゼミ（ まちコ世話人が実施） 

令和５年度実績（※３月１９日時点） 

 実施回数 
累計参加 

延べ人数 

大野ゼミ（オンライン支援（パワーポイント基礎知

識、作成、発表）） 
１１ ７０ 

塚本ゼミ（まちコ各々の活動経験の共有・振り返りを

通して学びあう） 
６ ４２ 
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（３）まちコ交流会 

ア 第 1 回 

日 時：令和５年９月１６日（ 土）午後３時～午後５時 

場 所：刈谷市民ボランティア活動センター 

参加者：まちコ１２人、一般１１人、世話人２人 計２５人 

内 容：まちコミニ講座、まちコカフェ体験会 

 

イ  第２回（予定） 

日 時：令和６年３月３１日（日）午後２時～午後４時 

      場 所：刈谷市民ボランティア活動センター 

      内 容：令和５年度のまちコ活動振り返り、 

ワールドカフェ体験（ファシリテーター：守随 純子 氏） 
 

 

（４） つなぎの学び舎 

ア つなぎの学び舎の最終回を２月１７日（土）に開催し、「わたし発のまちづ

くりを提案しよう」をテーマに、宿題で作成した企画書を１人ずつ発表し、

受講生同士でコメントシートを交換し合った。受講生１２人が修了した。 

新たにまちづくりコーディネーターに５人が登録し、まちづくり活動の

サポートを担う人材が増えた。 

 

（参考）令和５年度学び舎受講生によるまちコ登録者 

    修了者…１２名 

     内、令和４年度実践編（前後期）修了者…４名 

       リカレント参加者（まちコ）…２名 

まちコ新規登録者…５名 

    まちコ登録検討中…５名 

 

 イ 課題 

受講者数を増やしまちづくり活動のサポートを担う人材を育成するため、

受講しやすいカリキュラムの検討を行う必要がある。 

 

３ まちづくりん部会 令和５年度の協議概要と今後について  

協議結果報告：共存・協働による地域活動の活性化に向けた検討について 
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まちづくりん部会 令和５年度の協議概要と今後について 

【部会の協議方針】 

・地域活動の活性化に向け、共存・協働により各自治会等で取り組まれるとよいことについて検討する 

・課題が具体的になっている地域をモデルに取組を考える 

    ◎まちづくりのテーマ  ▽まちコの活動  ・その他意見 

第1回まちづくりん部会 第2回まちづくりん部会  今後の流れ 

 

 

◎あいさつ運動＝学校との連携 

 

◎自治会加入の声かけ、説明ツール 

 

 

◎「あいさつでつながりづくり」等、シンプルで

行動に落としやすい取組 

 

 

 

◎既存の地域型組織への加入にこだわらず、ゆる

やかなつながりを可視化→孤立防止の取組 

 

▽まちコが、地域の小さな集まり等の現場に出か

け、つながりづくりに役立つ情報を集める 

・地区間の連携・情報共有を将来は目指したい 

・地域学校協働活動を通して、地域に愛着を持

ち地域に関わる次世代の育成（学校独自のコ

ーディネーター制度） 

・地区の単位を越えた課題解決ネットワーク 

 

◎LINE 等デジタル活用（従来型情報も併用） 

→若い世代の参加の促進 

→高齢者も含めた情報受発信（災害時も） 

 

▽まちコヒアリングは、まず地区の関係者へ 

 聴取内容に応じ、小～大の取組を深掘り 

（共通のヒアリング項目を設ける） 

 

 

◎組単位の好事例の把握、他地区への展開 

 【ホップ】 

・組など小さな地域の単位にヒアリング  

・ヒアリング結果から共存・協働でやれ

ること、やりたいことを洗い出し、モ

デルテーマを協議 

 

【ステップ】 

・モデル地区（組、班単位含む）の選定 

・具体的に取り組めるように後方支援

（まちコによる伴走支援含む） 

・モデル活動の振り返り 

 

【ジャンプ】 

・取組のレベルアップ 

・他地区への展開 

 

＜主体は地域。やりたい、真似したいと

思える取組をサポート＞ 

 

＜５つの地域から抽出できそうな「共存・協働のまちづくり」のテーマ＞          （交付金有）は、元気な地域応援交付金を活用した地区 

小山地区（交付金有） 重原地区（交付金有） 高須地区（交付金有） 築地地区 東刈谷地区 

・住民会議で協議 

（自治会のメリット発信、

SNS 活用、ボランティア活用

役員業務細分化） 

・地域情報発信が活発 

・令和５年度住民会議を実施 

「地域の自主活動活性化」 

・公民館自主サークルを軸とし 

た住民参加の裾野を広げる 

・多世代交流による地域活性化 

・ボラ団体（高須のがっこう）

を自治会が応援して活性化 

・刈谷で一番若い地区 

・地区長が活動に意欲的で 

（９月まちコ交流会に参加）、

まとまりがある地区 

・新興住宅地の良い点・問題点

を可視化→対策づくり 

・イベントを通して顔見知りに 

 →地域防災力強化 

 

大 

小 

地
区
の
エ
リ
ア 
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来年度のスケジュールについて 

開催日程 開催内容 

第１回夢ファンド部会 

（６月中旬） 
かりや夢ファンド補助金に関する検討 

第１回まちづくりん部会 

（８月下旬） 

地域活動の現場で、共存・協働のまちづくりを進

めるための方策について検討 

第１回推進委員会 

（１０月中旬） 

（１）第１回まちづくりん部会の協議報告 

（２）第１回夢ファンド部会の協議報告 

第２回夢ファンド部会 

（１１月上旬） 
かりや夢ファンド補助金書類審査 

第３回夢ファンド部会 

【公開審査会】 

（１月中旬） 

かりや夢ファンド補助金公開審査 

第２回まちづくりん部会 

（１月下旬） 

地域活動の現場で、共存・協働のまちづくりを

進めるための方策について検討 

第２回推進委員会 

（３月中旬） 

（１）第２回まちづくりん部会の協議報告 

（２）かりや夢ファンド補助金審査結果の報告 

（３）市民協働事業実施報告 
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